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（
４
面
か
ら
続
く
）

池
田　

徳
晴 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

市
民
待
望
の
新
消
防
庁
舎

消
防
・
防
災
機
能
の
充
実
を
！

小
野　

た
づ
子 
議
員
《
公
明
党
》

座
間
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
導
入
で

包
括
的
な
子
育
て
支
援
を
！

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

財
政
調
整
基
金
の
一
部
活
用
で

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
制
度
の
改
善
を

　

沖
本　

浩
二 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

市
消
防
団
員
の
年
齢
制
限
の

柔
軟
化
に
つ
い
て
問
う

た
め
保
護
者
が
仕
事
を
切
り
上
げ

て
迎
え
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
、

職
員
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ

り
運
営
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
所
見
を
お
示
し
く
だ
さ

い
。

　

福
祉
部
長　

学
校
内
に
設
置
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
座
間
市
学

童
保
育
連
絡
協
議
会
か
ら
も
要
望

が
毎
年
出
さ
れ
て
お
り
、
下
校
時

の
安
全
性
や
遊
び
場
の
確
保
等
を

考
慮
す
る
と
学
校
内
へ
の
設
置
が

好
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、現
在
、

小
学
校
で
は
少
人
数
学
級
や
国
際

教
室
な
ど
で
教
室
を
使
用
し
て
お

り
、
余
裕
教
室
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
出
入
り
口
、
ト
イ
レ
や
警

備
の
関
係
も
あ
り
、
条
件
を
満
た

し
た
教
室
を
確
保
す
る
た
め
に
は

小
学
校
と
の
調
整
が
必
要
で
す
。

　

児
童
ホ
ー
ム
の
職
員
体
制
は
、

定
員　

名
ま
で
の
ホ
ー
ム
は
３

５０

名
体
制
、　

名
以
上
の
ホ
ー
ム
は

５１

４
名
体
制
で
保
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
運
営
時
間
の
延
長
は
人
材
確

保
等
の
課
題
が
あ
り
困
難
な
状
況

で
す
が
、
さ
ら
に
研
究
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
年
齢
制
限
の
柔
軟

化
に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。

　

本
市
の
消
防
団
員
の
充
足
率
を

分
団
別
で
み
る
と
第
３
分
団
が 

　

・
１
％
と
最
も
低
い
状
況
で
あ

８２り
、
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
の
ル
ー
ツ
は
火
消

し
の
集
団
で
す
が
、
そ
の
消
防
団

が
自
ら
の
手
で
窮
地
の
分
団
を
消

し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の

団
の
実
情
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
内
規
で
年
齢
制
限
を
定
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
な
の
か
。
あ

る
い
は
、
座
間
市
消
防
団
条
例
を

改
正
し
、
「
団
長
が
認
め
る
者
は

こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
い
う
一

文
を
加
え
て
、
本
人
の
続
け
た
い

と
い
う
意
思
が
あ
り
、
家
族
の
理

解
が
得
ら
れ
る
者
で
、
消
防
団
運

営
検
討
委
員
会
が
認
め
る
者
に
限

り
、
退
団
延
長
が
許
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
に
し
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
の
消
防
団
組
織
の
あ
り
方

は
消
防
行
政
の
政
策
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
本
提
案
に
対

す
る
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

消
防
長　

消
防
団
員
確
保
に
関

し
て
、
今
年
度
、
消
防
団
運
営
検

討
委
員
会
を
２
回
開
催
し
、
市
内

在
勤
者
の
入
団
及
び
年
齢
制
限
の

見
直
し
等
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
結
論

に
は
ま
だ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
、
よ
り
よ

い
方
向
で
消
防
団
員
の
確
保
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
着
工
、
平
成　

年

２８

２９

中
に
完
成
予
定
の
新
消
防
庁
舎
は
、

消
防
・
防
災
の
拠
点
と
し
て
、
安

全
か
つ
消
防
機
能
の
充
実
し
た
設

備
、
消
防
活
動
や
大
規
模
災
害
等

に
対
応
で
き
る
訓
練
設
備
、
消
防

職
員
の
環
境
に
配
慮
し
た
設
備
の

整
備
を
図
り
、
市
民
の
防
災
活
動

へ
の
普
及
啓
発
、
研
修
、
講
習
会
、

訓
練
な
ど
を
通
し
て
市
民
が
誰
で

も
気
楽
に
来
庁
で
き
る
消
防
施
設

に
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
民

待
望
の
新
消
防
庁
舎
の
消
防
・
防

災
機
能
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

消
防
庁
舎
の
建
て
か
え

は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
消

防
の
広
域
化
の
検
討
、
指
令
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
技
術
革
新
、

救
急
指
令
業
務
の
共
同
運
用
な
ど

一
連
の
動
き
の
中
で
整
理
を
す
す

め
ま
し
た
。
そ
の
状
況
下
で
東
日

本
大
震
災
が
起
こ
り
、
消
防
庁
舎

の
耐
震
性
の
問
題
は
も
と
よ
り
消

防
職
員
が
現
地
派
遣
を
さ
れ
る
中

で
様
々
な
経
験
を
積
み
、
危
機
対

応
に
対
し
全
面
的
に
市
と
し
て
財

政
困
難
な
中
で
も
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
整
理
を
し
ま
し
た
。

庁
舎
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
一
番

危
機
管
理
の
前
線
で
苦
労
す
る
消

防
吏
員
の
受
け
と
め
方
、
そ
し
て

必
要
性
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た

上
で
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
解
決
す

る
べ
く
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
力
強
化
の
中
で
か

な
め
の
部
分
で
あ
る
総
合
力
の
強

化
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
対

応
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
料
金
と
下
水
道
料
金
の
福

祉
減
免
制
度
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

制
度
の
改
定
に
よ
っ
て
障
が
い
者

世
帯
や
高
齢
者
世
帯
の
一
部
が
減

免
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

改
定
前
と
後
で
年
間
費
用
が
ど
う

変
わ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
４
年　

月
か
ら
一

１０

部
の
方
々
が
減
免
対
象
外
と
さ
れ
、

予
算
措
置
は
１
３
０
０
万
円
余
、

２
０
１
５
年
度
は
７
５
６
万
円
余
、

新
年
度
は
６
４
７
万
円
余
し
か
計

上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
実
施
計
画

で
の
１
５
０
０
万
円
余
か
ら
は
年

間
９
０
０
万
円
削
ら
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
福
祉
減
免
制
度
は
、

も
と
も
と
本
市
の
市
営
水
道
の
福

祉
の
心
を
持
っ
て
始
め
た
も
の
で

あ
り
、
市
民
生
活
が
大
変
な
中
で

対
象
を
も
と
に
戻
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
一
方
で
そ
う
い
う

こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
財
政
調
整

基
金
が　

億
円
以
上
あ
る
の
で
、

１２

そ
の
一
部
を
活
用
し
て
減
免
対
象

を
も
と
に
戻
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

財
政
調
整
基
金
は
他
の

目
的
を
持
っ
た
基
金
の
よ
う
に
事

業
に
充
当
す
る
も
の
で
は
な
く
、

年
度
間
調
整
の
た
め
の
余
裕
資
金

で
、福
祉
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

上
下
水
道
部
長　

制
度
改
定
前

の
平
成　

年
度
決
算
額
と
平
成　

２５

２７

年
度
見
込
み
額
を
比
較
す
る
と
、

水
道
料
金
は
約
９
７
０
万
円
、
下

水
道
使
用
料
は
約
４
１
６
０
万
円

の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

昨
年
度
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
県
の
障
が
い
者
大

会
に
お
い
て
、
車
椅
子
席
を
仮
設

す
る
等
の
対
応
は
、
ハ
ー
ド
面
の

不
十
分
を
工
夫
し
た
合
理
的
配
慮

の
実
践
で
あ
り
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施

行
を
控
え
、
行
政
機
関
や
民
間
事

業
所
等
へ
の
差
別
禁
止
の
周
知
と

啓
蒙
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
差

別
の
有
無
を
判
断
す
る
第
三
者
機

関
等
の
設
置
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
の
視
点

か
ら
、
小
田
急
相
模
原
駅
西
地
区

再
開
発
事
業
に
お
け
る
公
共
床
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

庁
内
職
員
に
対
し

て
は
、
不
当
な
差
別
禁
止
と
合
理

的
配
慮
の
提
供
を
基
本
に
対
応
要

領
の
作
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
民
等
へ
の
啓
蒙
は
、
講
演
会
の

開
催
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
予

定
し
て
お
り
、
ま
ず
は
法
の
趣
旨

の
理
解
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で

き
る
こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
第
三
者

機
関
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
座
間
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

再
開
発
事
業
の
公

共
ス
ペ
ー
ス
は
、
市
民
の
出
会
い

の
場
・
多
世
代
交
流
の
機
能
を
持

つ
公
共
空
間
と
し
て
地
域
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
る
運
営
を
検
討
し

て
お
り
、
福
祉
的
な
就
労
を
考
慮

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
の
で
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
、
少
子
化
対
策

な
ど
、
子
育
て
支
援
の
ス
テ
ー
ジ

が
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

女
性
が
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

仕
事
と
育
児
、
介
護
の
両
立
が
で

き
る
よ
う
な
社
会
環
境
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
妊
娠
か
ら
子

育
て
ま
で
包
括
支
援
を
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
行
う
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の

取
り
組
み
が
各
自
治
体
で
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

始
ま
っ
た
ネ
ウ
ボ
ラ
は
「
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
場
所
」
と
い
う
意

味
で
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
の

総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
一
つ
の
窓

口
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
保
健

師
な
ど
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
、
医
療
・
福
祉
と
の
連

携
、
児
童
虐
待
な
ど
の
家
庭
環
境

の
問
題
の
予
防
や
早
期
発
見
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
国
も
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
拠
点
と
し
て
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
平
成　

年
度

２７

に
１
５
０
カ
所
整
備
し
、
５
年
後

ま
で
に
全
国
展
開
を
目
指
す
と
し

て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
座
間
版

ネ
ウ
ボ
ラ
の
導
入
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
、
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

施
設
を
活
用
で
き
る
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

先
進
市
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
、
国

の
施
策
に
沿
っ
て
、
今
後
早
急
に

市
の
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
施

設
の
活
用
も
含
め
て
研
究
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議会だよりでは、各議員の文責により発言内容の要旨を掲載
しています。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、市議会のホームページ、本庁舎１階の市民情報コ
ーナー、図書館でご覧いただけます。
　なお、３月定例会の会議録は５月下旬ごろから閲覧できます。

４
・　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会
行

２０

政
視
察
…
新
潟
県
南
魚
沼

市
、
長
岡
市
（
〜　

）
２１

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

２５

　
　
　
　

定
例
会
…
鎌
倉
市

　
　
　

・
関
東
市
議
会
議
長
会
定
期

２６

総
会
…
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会
行

政
視
察
…
三
重
県
伊
勢
市
、 

松
阪
市
（
〜　

）
２７

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２８

５
・　

・
逗
子
市
議
会
視
察
来
庁

１０

　
　
　

・
県
央
八
市
議
会
議
長
連
絡

１２

　
　
　
　

協
議
会
定
例
会
及
び
議
長

　
　
　
　

研
修
会
…
長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
（
〜　

）
１３

会議録をご覧ください会議録をご覧ください

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

障
害
者
差
別
解
消
法 

い
よ
い
よ
施
行　

今
す
べ
き
こ
と
は


